
猪鼻湖における夏期密度成層時のリンの挙動に関する研究 

 
豊橋技術科学大学建設工学課程      ○奥村和皓 
豊橋技術科学大学大学院建設工学専攻    大谷 聡 
豊橋技術科学大学大学院環境生命工学専攻  陸 眞姫 
豊橋技術科学大学建設工学系    正会員 青木伸一 

１． はじめに 
  静岡県西部に位置する浜名湖の支湖であり、外海から浜名湖と二重に閉鎖された水域である猪鼻湖は

慢性的な富栄養化のために貧酸素水塊が発生し、水質を悪化させている。周辺の河川を通して家庭や農

地の排水に含まれる栄養塩類が猪鼻湖に流入し、植物プランクトンの増加の原因となっている。そして

植物プランクトンの屍骸などは湖底層へ沈降し分解され、栄養塩となって溶出する。特に夏期には密度

成層が形成され、酸素の少ない底層では酸素の供給が少なくなり、ほぼ無酸素状態となってしまい生物

の生息できない状況に陥っている。本研究は猪鼻湖に流入するリンの挙動を解明するため 3 地点での採

水を行い、リンの濃度分布を調べるとともに、浜名湖とのリンの交換特性について検討したものである。 
２． 観測・実験概要 

夏期おける定期的な水質の観測は、図１に示した 
計 11 点で水温、塩分、溶存酸素飽和度（DO）を 
計測した。また、8 月 17 日、25 日にはリンの分                St11 
析のための採水を St1,7,11 深さ方向 50ｃｍおき 
に行った。水温、塩分、の鉛直分布については                    St10 
COMPACT-CTD を用いて計測を行った。ＤＯ観                   St9 
測については DO メーターを用いて、表層から                 St6  St7  St8 
0.5ｍごとに計測を行った。採水した水の分析は             St4  St5 
ＰＯ４－Ｐ,ＤＰ,ＴＰの３つの項目に分けて濃度            St1    St2 
を求めた。流れの観測は ADCP を用いて St1 に        St3 

設置し、7 月 11 日～8 月 31 日まで海底から 1m 
ごとに 10 分間隔で 60sec の平均流速を記録した。    図１ 猪鼻湖 観測地点 

３． 観測・分析結果                      
リンの分析方法は、『水の分析（第 4 版）』にしたがって分析を行った。ＤＰとＴＰはペルオキソ二硫

酸カリウム分解法で分解した後吸光光度法で、ＰＯ４－Ｐはモリブデン青法で吸光光度法より分析を行

った。ＤＰとＰＯ４－Ｐはオートアナライザーを、ＴＰは分光光度計を用いて分析を行った。 
（１）塩分分布（図３参照）：夏期の密度成層により、海水と淡水の鉛直混合が生じにくくなり、3m～5m

付近から底層部までの塩分が 30(PSU)前後と高くなっている。表層部の塩分はばらつきが大きいが、こ

れは淡水の流入によるものである。 
（２）ＤＯ（溶存酸素飽和度）分布（図３参照）：8 月 17 日の表層は 94％だが、猪鼻湖の夏期の表層は

ほとんど 100%を越える過飽和状態にあり、底層は無酸素状態になっている。St1 では 15m 程度の水深

に対して 5～7m 付近で DO が 0%になっているケースが見られる。他の地点でも底層部で無酸素状態に

なっている。 
（３）密度分布：海水密度は水温と塩分から決定されるが、夏期には塩分との相関が強く、猪鼻湖は強い
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密度成層が形成されていることがわかる。 
（４）流速分布（図２参照）：日雨量 

と日最大風速、およびＡＤＣＰの 
観測結果から、観測期間 7 月 11 
日～8 月 31 日の流速の 25 時間移 
動平均（潮流の成分を除去するた 
め）を猪鼻湖へ向かう流速を正と 
して表したものである。表層では、 
降雨による流入および風の影響に 
より浜名湖への流出が発生してい 
ることがわかる。底層の流れにつ         図２ St1 流速と降雨量と風速 
いては、風によって湖水交換  
が発生している場合には、表 
層とは逆方向の流れが生じ 
ていることが確認できる。 

（５）リンの挙動：図３、４は 
8 月 17 日の St1 におけるリ 
ン濃度分布（それぞれ PO4-P 
および TP）である。図３より、   図３ St1 PO4-P 濃度分布     図４ St1 TP 濃度布 
表層は植物プランクトンが  
増殖するためリンを消費す 
るのでリン酸態リンの濃度 
は低く、底層は無酸素状態に 
なって生物が生息できない 
状況で、底泥からの溶出によ 
りリン酸態リンの濃度が高く    図５ PO4-P の挙動        図６ TP の挙動 
なっていることがわかる。一方、図４の TP は、表層でも濃度が高くなっており、リンの成分も明確に 
２層構造になっていることがわかる。図５、６は観測日に対応する１日平均の流速と St1 の断面積より 
求めた流量に各リンの濃度を乗じることにより、St1 におけるリンの日平均フラックスを示したもので 
ある。観測日については、全水深で浜名湖への流出となっているものの、リンのフラックスは、密度成 
層に対応して，明確な２層構造となっていることがわかる。 

４． 結論                              
夏期の密度成層時には、懸濁態リンは表層で、溶存態リンは下層で高濃度になり、明確な２層構造を

示している。一方、浜名湖と猪鼻湖を結ぶ瀬戸における湖水流動についても、降雨と風の影響を受けて

その特性は変化するものの、明確な２層構造を有している。これらの事実より、瀬戸を通してのリンの

交換は表層と底層でその特性が大きく異なることがわかった。 
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